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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
が
続
く
中
、
５
月
21
日
開
催

の
理
事
会
、
６
月
28
日
開
催
の
総

会
が
、
昨
年
に
引
き
続
き
書
面
議

決
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
全
国
中
小

企
業
団
体
連
合
会（
全
中
連
）や
北

海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会
な
ど

関
係
す
る
諸
団
体
の
総
会
も
同
様

の
書
面
開
催
に
な
り
ま
し
た
。今

回
の
理
事
会
の
主
な
内
容
は
以
下

の
通
り
で
す
。

　

道
商
工
連
の
組
織
は
こ
の
間
、
微

増
・
微
減
で
、お
お
む
ね
横
ば
い
を

維
持
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報

発
信
は
主
に
、道
や
札
幌
市
に
よ
る

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止
対
策
や

経
済
支
援
策
な
ど
に
つ
い
て
情
報

提
供
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

凱 

風
（
夏
か
ら
秋
に
吹
く
南
風
）

が
い   

ふ
う

　

全
中
連
の
組
織
改
変
に
つ
い
て

は
、ウ
エ
ブ
会
議
を
含
め
て
議
論
を

重
ね
、「
全
中
連
」
の
名
称
は
残
し

な
が
ら
、
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
単
位
の

組
織
に
移
行
す
る
方
向
を
了
承
し

ま
し
た
。

　

新
た
な
協
議
会
の
機
能
は
、①

情
報
交
換
は
Ｎ
Ｅ
Ｔ
通
信
の
充
実

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
②
研
修

会
員
訪
問
・
札
幌
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス（
３
面
）／
立
憲
民
主
と
意
見
交
換
会（
２
面
）

　

岸
田
内
閣
の
、
総
選
挙
後
初
め

て
の
臨
時
国
会
が
６
日
か
ら
始

ま
っ
た
。
選
挙
前
は
自
民
党
は
過

半
数
を
確
保
で
き
る
か
ど
う
か
、

立
憲
民
主
党
は
現
有
議
席
を
ど
れ

だ
け
上
積
み
で
き
る
か
、
な
ど
と

予
想
さ
れ
て
い
た
▼
結
果
は
自
民

党
が
単
独
で
２
６
１
議
席
と
い
う

絶
対
安
定
多
数
を
確
保
し
、
立
憲

は
１
０
０
議
席
を
割
り
込
む
敗
北

と
な
り
、枝
野
代
表
が
責
任
を
取
っ

て
辞
任
。
後
任
の
新
代
表
に
札
幌

生
ま
れ
の
泉
健
太
氏(

京
都
３
区)

が
選
出
さ
れ
た
▼
決
選
投
票
に

残
っ
た
も
う
一
人
は
逢
坂
誠
二
氏

(

北
海
道
８
区)

で
、
ニ
セ
コ
町

出
身
で
あ
る
。
道
産
子
同
士
の
対

決
と
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
政
界
の

人
材
の
宝
庫
「
北
海
道
」
の
存
在

感
を
一
気
に
高
め
た
と
言
え
よ
う

▼
泉
新
代
表
に
は
、
立
憲
民
主
党

の
目
指
す
べ
き
日
本
の
実
現
可
能

性
と
持
続
可
能
性
を
持
っ
た
、
骨

太
な
将
来
像
を
し
っ
か
り
と
創
り
、

自
民
党
の
動
き
に
惑
わ
さ
れ
な
い

で
突
き
進
ん
で
ほ
し
い
と
思
う
。

大
い
に
期
待
し
た
い
（
峰
）

道
商
工
連
・
同
協
同
組
合
理
事
会
開
催

全
中
連
の
組
織
改
編
案
な
ど
を
協
議

　

道
商
工
連
と
同
協
同
組
合
は
12
月
３
日
、
第
１
１
１
回
理
事
会
・
第
１
３
４
回
常
任
理
事
会
、
同
協
同
組

合
第
１
２
８
回
理
事
会
を
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
（
札
幌
市
中
央
区
）で
開
催
し
ま
し
た
。議
事
は
①
事
業
報
告

（
上
半
期
）②
全
中
連
の
組
織
改
編
に
つ
い
て
高
柳
専
務
理
事
よ
り
提
案
し
、全
会
一
致
で
承
認
し
ま
し
た
。

　

道
商
工
連
が
毎
月
10
日
前
後

に
発
行
し
て
い
る
会
報
紙
『
道

商
工
連
』に
同
封
し
て
、
皆
さ
ま

が
製
作
し
た
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
の
宣
伝
物
を
、
会

「
道
商
工
連
」に
同
封
し
て
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
無
料
配
布

員
企
業
の
皆
さ
ま
宛
て
に
無
料

で
配
送
し
ま
す
。

　

毎
月
、
月
末
ま
で（
12
月
は
20

日
ま
で
）
に
２
５
０
部
を
道
商

工
連
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

道商工連・同協同組合理事会で挨拶する峰崎会長

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）



（２）

会
は
年
一
回
の
開
催
③
政
策
要
望

は
、立
憲
民
主
党
・
国
民
民
主
党
、

社
民
党
へ
働
き
か
け
、
全
中
連
国

会
議
員
団
と
の
連
携
を
図
る
。ま

た
、
機
関
紙「
商
工
新
報
」は
来
年

３
月
で
廃
刊
し
ま
す
。

　

道
商
工
連
は
12
月
３
日
、
理

事
会
・
常
任
理
事
会
終
了
後
、

同
じ
会
場
で
立
憲
民
主
党
北
海

道
総
支
部
連
合
会
と
の
意
見
交

換
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

同
党
は
総
選
挙
の
敗
北
を
受

　

今
後
は
、①
代
表
者
の
選
出
方

法
②
協
議
会
か
ら
の
情
報
発
信

の
内
容
と
事
務
局
体
制
に
つ
い
て

③
予
算
と
分
担
金
な
ど
に
つ
い
て

協
議
を
続
け
る
こ
と
に
な
り
、
新

年
度
か
ら
の
移
行
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

立
憲
民
主
道
連
と
意
見
交
換
会
開
く

総
選
挙
後
の
新
体
制
へ
要
望
も

け
て
代
表
選
挙
を
終
え
た
ば
か

り
。
道
連
代
表
で
あ
る
逢
坂
誠

二
衆
議
（
道
８
区
）
が
党
本
部

の
代
表
代
行
に
就
任
し
た
た
め
東

京
を
離
れ
ら
れ
ず
、
徳
永
エ
リ
道

連
副
代
表
（
参
議
）
と
、
道
下

大
樹
衆
議
（
道
１
区
）、
松
木
け

ん
こ
う
衆
議
（
道
２
区
）、
初
当

選
の
荒
井
ゆ
た
か
衆
議
（
道
３

区
・
道
比
例
）、
梶
谷
大
志
道
連

幹
事
長
（
道
議
・
清
田
区
）
の

５
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

道
商
工
連
副
会
長
で
も
あ
る

徳
永
エ
リ
参
議
は
、「
党
大
会
で

は
世
代
交
代
と
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
が
大
き
な
議
論
に
な
っ
た
。
泉

健
太
代
表
は
47
歳
、
西
村
智
奈

美
さ
ん
は
初
の
女
性
幹
事
長
で
、

党
が
変
わ
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い

る
」
と
述
べ
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

で
は
、
中
小
企
業
や
一
次
産
業
も

含
め
て
必
要
な
所
に
支
援
が
い
く

施
策
が
必
要
と
訴
え
ま
し
た
。

　

道
下
衆
議
は
「
実
質
ゼ
ロ
金

利
だ
っ
た
中
小
企
業
融
資
も
返
済

が
始
ま
る
が
、
原
材
料
の
値
上
が

り
も
あ
っ
て
経
済
の
回
復
は
不
十

分
で
、さ
ら
な
る
支
援
が
必
要
だ
。

政
策
提
案
型
の
国
会
活
動
に
努

め
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

松
木
衆
議
は
、「
小
選
挙
区
制

度
で
は
、
個
々
の
政
策
に
意
見
の

違
い
が
生
じ
て
も
、
党
が
割
れ
な

い
よ
う
な
、
自
民
党
の
総
務
会
的

な
仕
組
み
が
必
要
だ
」
と
党
改

革
を
訴
え
ま
し
た
。

　

荒
井
衆
議
は
、「
本
道
に
も
若

い
経
営
者
が
多
い
。ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
企
業
の
支
援
に
も
取
り
組
み
た

い
」
と
中
小
・
零
細
企
業
対
策
へ

の
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

道
商
工
連
の
参
加
者
か
ら
は
、

「
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
い
て
い
て

も
バ
ラ
バ
ラ
に
感
じ
る
。
民
主
党

政
権
樹
立
当
時
に
立
ち
返
り
、

み
ん
な
が
一
致
し
て
訴
え
る
も
の

が
必
要
だ
」
（
４
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

冒
頭
に
挨
拶
す
る
峰
崎
会
長（
右
奥
）



３
　

１
９
６
８
年
創
業
の
道
内
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
（
Ｄ
Ｍ
）
発
送
の
草

分
け
企
業
で
、
学
生
ア
ル
バ
イ
ト

だ
っ
た
佐
々
木
さ
ん
は
Ｄ
Ｍ
の
仕

事
に
興
味
を
持
ち
、
７
７
年
に
大

学
を
中
退
し
て
入
社
。２
０
１
２

年
、２
代
目
社
長
に
就
任
し
た
。

　

広
告
業
界
で
、
人
手
の
か
か
る

業
務
の
代
行
サ
ー
ビ
ス
を
売
り
物

に
、
百
貨
店
な
ど
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ

ー
ル
の
宛
名
書
き
や
封
入
作
業
、

官
庁
の
通
知
発
送
作
業
な
ど
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
。そ
の
後
、
住
所
録

の
デ
ー
タ
入
力
や
チ
ラ
シ
印
刷
、ポ

ス
テ
ィ
ン
グ
や
市
場
調
査
、
販
売
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
イ
ベ
ン
ト

へ
の
ス
タ
ッ
フ
派
遣
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
を
手
掛
け
て
い
る
。全
国

展
開
し
た
大
規
模
な
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
事
業
で
、
２
カ
月
間
に
３
０
０

万
通
の
応
募
が
あ
っ
た
懸
賞
ア
ン

ケ
ー
ト
の
受
付
と
集
約
の
事
務
局

も
担
っ
た
。

　

第
三
者
認
証
の「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

マ
ー
ク
」（
日
本
情
報
経
済
社
会
推

進
協
会
）を
取
得
し
て
、
公
共
機
関

か
ら
の
数
十
万
通
単
位
の
発
送
も

請
け
負
う
。だ
か
ら
こ
そ
、
個
人
情

報
の
取
り
扱
い
は
厳
重
に
管
理
し

て
い
る
。「
大
事
な
お
得
意
さ
ま
情

報
を
お
預
か
り
し
ま
す
か
ら
信
用

が
第
一
で
、一
番
、気
を
配
る
と
こ
ろ

で
す
」と
語
る
。

　

広
告
業
界
は
戦
後
の
高
度
成
長

期
か
ら
今
日
ま
で
、経
済
の
高
波
に

も
ま
れ
て
き
た
。特
に
９
０
年
代
の

バ
ブ
ル
崩
壊
後
は
、道
内
の
広
告
代

理
店
が
次
々
と
姿
を
消
し
、
同
社

も
影
響
を
受
け
た
が
社
員
一
丸
と

な
っ
て
何
と
か
乗
り
切
っ
た 

。

　

い
ま
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
企

業
の
事
務
部
門
の
人
員
が
減
少
し

て
い
る
。今
後
は
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
を

駆
使
す
る
時
代
に
な
っ
て
、専
門
知

識
が
必
要
な
ウ
エ
ブ
に
よ
る
情
報

発
信
や
情
報
解
析
が
欠
か
せ
な
く

な
っ
て
い
る
。従
来
な
ら
社
内
で
担

っ
て
い
た
業
務
を
外
注
す
る
会
社

が
増
え
て
い
る
の
だ
。

　

そ
ん
な
時
代
に
ピ
ッ
タ
リ
な
の

が
、
同
社
が
展
開
す
る「
札
幌
お
た

す
け
サ
ー
ビ
ス
」だ
。

　

一
つ
目
は
『
ネ
ッ
ト
Ｄ
Ｍ
サ
ー
ビ

ス
』で
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
発

送
す
る
際
、
チ
ラ
シ
の
デ
ザ
イ
ン
デ

ー
タ
と
宛
名
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
、

印
刷
か
ら
郵
便
局
へ
の
持
ち
込
み

ま
で
最
短
の
納
期
で
請
け
負
う
。

１
０
０
通
以
上
か
ら
１
通
単
位
で

受
注
す
る
。

　

二
つ
目
が
『
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
ー
ビ
ス
』

で
、例
え
ば
、入
学
案
内
や
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
資
料
提
供
か
ら
、

セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
募
集
、
各
種

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
ウ
エ
ブ
上
に

開
設
し
て
運
用
か
ら
資
料
発
送
ま

で
一
括
管
理
す
る
。そ
の
際
、
私
書

箱
の
開
設
や
応
募
画
面
の
制
作
、

応
募
デ
ー
タ
の
処
理
・
分
析
、
抽

選
会
実
施
、
商
品
の
発
送
な
ど
必

要
な
事
務
の
一
切
を
代
行
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
で
一
番
求

め
ら
れ
る
こ
と
は
情
報
の
秘
匿
で

あ
り
、
請
負
業
者
の
信
用
に
ほ
か

な
ら
な
い
。佐
々
木
社
長
に
は
、

「
実
績
こ
そ
が
一
番
の
信
用
」
と
い

う
自
負
が
あ
る
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
で
、
通

販
の
利
用
が
一
般
化
し
、
チ
ラ
シ
や

カ
タ
ロ
グ
な
ど
の
、
一
回
あ
た
り
の

発
送
数
は
減
っ
て
い
る
が
、
そ
の

分
、
顧
客
情
報
の
デ
ー
タ
解
析
に

よ
っ
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込
ん

だ
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
需
要
が

増
え
て
い
る
と
い
う
。

　

個
人
情
報
の
守
秘
が
必
要
な

現
在
、
封
入
作
業
も
社
内
の
専
用

エ
リ
ア
で
行
な
う
。宛
先
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
か
ら
情
報
を
抽
出
し

て
、
一
通
ご
と
に
内
容
の
異
な
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
印
刷
し
て
郵
送
で

き
、
発
送
物
の
不
着
情
報
を
元
に

デ
ー
タ
を
更
新
す
る
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
サ
ポ
ー
ト
も
あ
る
。

　
「
人
手
は
か
か
る
が
、あ
え
て
マ

ン
パ
ワ
ー
を
前
面
に
出
し
て
、
他

社
に
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続

け
る
企
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

と
語
る
。

　
　
　

＊ 
   

＊

▼
所
在
地　

〒
０
６
５
│
０
０
０

８ 

札
幌
市
東
区
北
８
条
東
11
丁

目
１
番
39
号

▼
電
話　

０
１
１
・
７
０
４
・

２
１
１
１（
代
）

▼
メ
ー
ル

　

i nfo@sapporom
ail.jp

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　https://www.

sapporom
ail.jp/

株
式
会
社  

札
幌
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役
　
佐
々
木
裕
二
さ
ん
（
65
）

会員訪問

専用スペースで封筒の仕分け作業を行なう

好
評
の「
札
幌
お
た
す
け
サ
ー
ビ
ス
」



（４）

愛
国
は
他
国
を
憎
む
こ
と
じ

ゃ
な
い

あ
れ
今
日
は
ち
ょ
っ
と
不
機

嫌
だ
ね
遺
影

コ
ー
ス
タ
ー
止
ま
っ
た
方
が

恐
い
か
も

ガ
イ
コ
ツ
が
自
分
の
中
に
い

る
ん
だ
な

風
邪
薬
５
年
も
の
あ
る
冷
蔵

庫腕
時
計
手
首
に
描
い
た
昭
和

の
子

試
着
室
「
う
そ
ー
似
合
う
」

と
店
員
さ
ん

「
あ
っ
そ
う
だ
」
と
言
う
よ
う

に
猫
引
き
返
す

タ
コ
焼
き
も
シ
ー
フ
ー
ド
か

と
孫
が
聞
く

新
人
が
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
見

て
学
ぶ

フ
ァ
イ
ザ
ー
の
当
期
利
益
が

気
に
な
る
な
ぁ

悪
臭
と
百
も
承
知
で
嗅
ぐ
心

理子
犬
来
て
ス
マ
ホ
ゲ
ー
ム
は

皆
休
み（毎

日
新
聞
「
仲
畑
流
万
能
川
柳
」
よ
り
）

　
「
選
挙
の
出
口
調
査
で
、
立
憲

の
支
持
層
は
60
代
、
70
代
に
偏
っ

て
若
者
の
支
持
が
少
な
い
、
一
致

し
て
若
者
対
策
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
未
来
が
な
い
」

　
「
岸
田
首
相
は
自
民
党
総
裁
選

　

全
国
中
小
企
業
団
体
連
合
会

（
全
中
連
）
は
11
月
11
〜
12
日
、

ホ
テ
ル
ラ
ウ
ン
グ
ウ
ッ
ド
（
東
京

都
荒
川
区
）
で
第
35
回
中
小
企

業
問
題
研
究
集
会
（
中
研
集
会
）

を
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
昨
年
に
引
き
続
き
、
会
場
と

で
『
下
請
け
い
じ
め
ゼ
ロ
』
と
訴

え
た
が
、
元
受
け
下
請
け
の
二
重

構
造
に
問
題
意
識
を
持
っ
た
中
小

企
業
対
策
が
必
要
だ
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
同
党
と
の

意
見
交
換
は
今
後
も
随
時
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

（
２
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

全
中
連「
中
小
企
業
問
題
研
究
集
会
」開
催

デ
ジ
タ
ル
化
時
代
の
経
営
は
ど
う
な
る

ラ
イ
ブ
中
継
で
の
開
催
に
な
り
ま

し
た
。
東
京
会
場
に
は
、
首
都

圏
や
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
代

表
者
ら
22
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

講
演
テ
ー
マ
と
講
師
は
以
下
の

通
り
で
し
た
。
初
日
、「
コ
ロ
ナ

禍
の
日
本
経
済
の
行
方
と
中
小
企

業
」（
法
政
大
学
水
野
和
夫
教

授
）、「
税
制
に
関
す
る
世
界
の
潮

流
と
我
が
国
へ
の
影
響
」（
東
京

財
団
政
策
研
究
所
森
信
茂
樹
研

究
主
幹
）。
２
日
目
は
「
デ
ジ
タ

ル
時
代
の
労
働
法
の
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
」（
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機

構
濱
口
桂
一
郎
研
究
所
長
）、「
デ

ジ
タ
ル
庁
が
目
指
す
も
の
」（
向

井
治
紀
デ
ジ
タ
ル
庁
参
与
・
前
内

閣
府
番
号
制
度
担
当
室
長
）。

森信茂樹氏の講演「税制をめぐる日本と世界の動き」


